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【書類名】特許請求の範囲 

 【請求項１】芯の先の炎を消すための火消し具において、芯を覆う一対の覆芯部の少な

くとも片方に凹部を備え、一対の覆芯部が合体したときに、凹部が芯の側部又は周囲に

空間を形成することのできる形態を備え、前記一対の覆芯部を互いに連結する火消し具

柄を設けた火消し具。 

【請求項２】前記一対の覆芯部の少なくとも片方に、芯の側部又は周囲に隙間を形成す

るための覆芯隙部を設けた、請求項１に記載の火消し具。 

【請求項３】前記一対の覆芯部が合体したときに、互いに接触する突起部をそれぞれの

覆芯部に備えた、請求項１または２のいずれかに記載の火消し具。 

 【請求項４】前記一対の覆芯部と火消し具柄を連結する覆芯可動部を設けた、請求項１

～３のいずれかに記載の火消し具。 

【請求項５】火消し具柄に設けた柄伸縮部を備えた、請求項１～４のいずれかに記載の

火消し具。 

【書類名】明細書 

【発明の名称】火消し具 

【技術分野】 

  【０００１】 

本発明は、ろうそく又はアロマキャンドルなどの火消しにおいて、両側から挟むよう

に芯だけを覆い、芯を保護しつつ酸素不足により消火できる、火消し具に関するもので

ある。 

【背景技術】 

  【０００２】 

  従来まで、ろうそく又はアロマキャンドルの火消しは息で吹き消すのが当たり前で、

他には手ではたいたり、芯を割りばしで挟んだり、筒状の物を上からかぶせる方法をと

っていた。 

  【特許文献１】実用新案第３０２１３２２号 

【発明の開示】 

【発明が解決しようとする課題】 

  【０００３】 

  しかしながら、仏壇用ろうそく又はアロマキャンドルには様々な形状があり、かぶせ

るタイプの火消し具は消火しようとする動作が上から下であるため、簡易的な消火を行

うにはアロマキャンドルの使用状況に限定性があった。例えば図８のようなアロマポッ



 

トにはキャンドルを露出しないと使用できない。また、図９に示す形状のものは、火消

し具先端部分にロウが付着しやすい問題があった。次に、割りばしや先幅の広いピンセ

ットにおいては、消火しようとする動作が前に突き出すことと、挟むのは芯のみである

ことから使用範囲こそ広いものの、芯を折ってしまうことや煤が下に落ちるという不具

合を生じる場合がある。煤は火消し具の先端部分にも付着するため、汚れ易く衛生的な

問題がある。 

  【０００４】 

  本発明は、このような従来の問題を解決しようとするもので、ろうそく又はアロマキ

ャンドルなどの芯についた炎を安全にかつ簡単に、しかも衛生的に広い使用範囲で消火

できることを目的とするものである。 

【課題を解決するための手段】 

  【０００５】 

  本発明は、芯の先の炎を消すための火消し具において、芯を覆う一対の覆芯部の少な

くとも片方に凹部を備え、一対の覆芯部が合体したときに、凹部が芯の側部又は周囲に

空間を形成することのできる形態を備えた火消し具としたことで、上記課題を解決した

ものである。 

  【０００６】 

さらに、ろうそく又はアロマキャンドルなどの芯を保護するために、前記一対の覆芯

部の少なくとも片方に、芯の側部又は周囲に隙間を形成するための覆芯隙部を設けるこ

とが好ましい。 

【０００７】 

前記一対の覆芯部を互いに連結する火消し具柄を備えることで、火消し具柄から前記

一対の覆芯部に、合体するための力を加えることが可能な火消し具となる。 

【０００８】 

前記一対の覆芯部が合体したときに、互いに接触する突起部をそれぞれの覆芯部に備

えることで、物を挟み易くすることが出来る。 

【発明の効果】 

  【０００９】 

  本発明によれば、前に突き出す動作で、ろうそく又はアロマキャンドルなどの芯部両

側に一対の覆芯部を位置づけ、合わせ覆うことにより芯の周りを酸素不足にし、出来た

隙間により芯の保護を高め、安全かつ迅速はもちろん、より衛生的で広範囲な火消しが

可能である。 

【発明を実施するための最良の形態】 

  【００１０】 

本発明の火消し具は図１に示されるように、ろうそく又はアロマキャンドルなどの芯

を覆うための凹部を少なくとも片方に備えることで、化学的作用を生みだす一対の覆芯



 

部１と２と、一対の覆芯部１と２を合わせるための力を加えることが出来る、物理的作

用を生み出す火消し具柄３により構成される。 

【００１１】 

図１において、火消し具柄３は手動で両側から力を加えられるように二股に分かれて

おり、材質はバネがあるステンレスが望ましい。しかし、一対の覆芯部１と２を合わせ

る力を伝えることができれば、火消し具柄３の連結位置及び形態、動力、材質は問わな

い。 

【００１２】 

また、図２のように一対の覆芯部１と２を合わせると、４と５の覆芯隙部から出来る

隙間を、合体した一対の覆芯部に設けられるようになっている。４と５の覆芯隙部は、

一対の覆芯部１と２を合体させたときに隙間を形成することが出来れば、１と２の少な

くとも片方に備えればよい。 

【００１３】 

一対の覆芯部１と２及び覆芯隙部４と５におけるそれぞれの形状は、１と２が合体し

たときに内部空間と隙間を形成することが出来れば、球体、多面体、曲面、平面、直線、

曲線、いずれの組み合わせでもよく限定されない。したがって図２に示される一対の覆

芯部１と２を合体させた形状は、球体、多面体など３次元の図形、あるいはハチの巣や

気泡の塊のように、図１６の(c)に示される、１つの立体に複数の立体が融合した多胞体

のような図形でもよく限定されない。また図１７に示される通り、一対の覆芯部が合体

したときに、一対の覆芯部の少なくとも片方に設けた覆芯隙部により形成される隙間の

形状においても、円、楕円、多角形、ルーローの多角形、扇形、のいずれも含まれ限定

されない。 

【００１４】 

次に図３に示されるように、一対の覆芯部１と２の少なくとも片方に設けた凹部によ

り、１と２を合体させたとき内部空間が出来る特徴を備える。図７に示される、一対の

覆芯部１と２を合体させた形状の断面図において、内部空間が酸素不足になり易いよう

に、上部には隙間が出来ないようになっている。また、内部空間の形状においても、球

体、多面体、曲面、平面、直線、曲線、いずれの組み合わせでもよく限定されない。 

【００１５】 

次に図１８に示すように、合体した一対の覆芯部は、ろうそく又はアロマキャンドル

１７の芯１６を覆ったとき、一対の覆芯部の少なくとも片方に設けた凹部により、芯１

６の側部又は周囲に空間を形成する特徴を備える。図１８の(b)は芯１６の側部に空間が

形成され、図１８の(a)と(c)は芯１６の周囲に空間が形成されている。同様に、合体した

一対の覆芯部は、ろうそく又はアロマキャンドル１７の芯１６を覆ったとき、一対の覆

芯部の少なくとも片方に設けた覆芯隙部により、芯１６の側部又は周囲に隙間を形成す

る特徴を備える。 



 

【００１６】 

また、図３に示す、一対の覆芯部１と２が合わさったときの断面１Ａと２Ａにおいて、

物質的な内部密度は問わず、断面内部に空間を有することで軽量化が可能である。加え

て、図１に示されるように、一対の覆芯部１と２のそれぞれに、互いに接触する突起部

１１と１２を設けることにより、ろうそく又はアロマキャンドルなどの芯の位置修正や、

マッチ棒を挟んで捨てるといった動作をより行い易くすることが可能である。また、図

１４と図１５にあるように、一対の突起部１１と１２の内壁に溝１４または凹凸１５を

設けることにより、挟んだときに滑りにくくすることが出来る。 

【００１７】 

また、本発明の火消し具の対象は、ろうそくやオイルランプなど、着火することを特

徴とする芯を有している物であれば、限定されない。 

【００１８】 

次に、図１９のように高い位置にろうそくがある場合は、図１３に示す、覆芯可動部

７と柄伸縮部８を備えたタイプで対応できる。図２０に示すように、一対の覆芯可動部

７と７ａを支点に一対の覆芯部１と２の角度を変え、一対の柄伸縮部８と８ａにより火

消し具柄を長くすることで、高い位置にあるろうそくにも対応出来る。他にも、図１２

に示すように火消し具専用スタンド６を使用することにより、外観性と衛生性をさらに

高めることが出来る。 

   【００１９】 

 次に動作について説明する。まず、図４に示すとおり上方から火消し具柄３を利き手で

握る。今度は図５の形になるように、ろうそく又はアロマキャンドル１７の芯１６を一対

の覆芯部１と２で両側から挟むように覆う。この時、図７のとおり一対の覆芯部１と２が

合わさったときにできる空間と隙間の中に、ろうそく又はアロマキャンドル１７の芯１６

が、根元から収まるようにする。後、火は酸素不足により消えてしまうので、あとは図６

のように一対の覆芯部１と２を開いて、消火を確認し完了する。 

【００２０】 

 アロマポットの上皿に張ってある水が減るとアロマオイルの比率が高くなり、暴発する

恐れがある。よって、火に顔を近づけて吹き消すのは危険である。また、手で火をはたく

のもアロマポット本体やキャンドルを過って倒してしまうという事故につながることは

否めない。 

【００２１】 

 本発明は、図８のような狭い隙間しかないアロマポットでも、キャンドルを露出させる

ことなく、その隙間に一対の覆芯部を差し込んで消火することが出来る。図９でも同様に、

従来のかぶせるタイプの火消し具は、先端部へのロウの付着や、消火しようとする動作が

上から下であるため、ろうそくの形状によっては安全性や確実性における問題が生じる場

合がある。しかしながら、本発明による火消し具は芯部分のみで消火を行うため、その問



 

題を解決することが出来る。 

【００２２】 

 本発明は、単体の金型で製造が可能なので量産が容易であり、材質もステンレス等の耐

久性のある金属であればよいため、コストも極めて安価である。さらには前述で述べた従

来の問題も解決したことから、流通性もあり日用品化される可能性が高い。 

【００２３】 

 これからは高齢化社会がさらに進み、従来の火消し具では手が震えてうまく定まらない

ことから、図１０、図１１のような転倒事故が起きてしまう可能性がある。本発明による

火消し具が広く認知されれば、ろうそく又はアロマキャンドルなどによる火災や事故も減

らすことができ、社会的貢献度も高いと考えられる。 

 【００２４】 

本発明は、単に火消しを目的に持つだけではなく、様々な付加価値を生み出す可能性を

有している。デザインに関して言えば、図１６に示す一対の覆芯部の外観や図１７に示す

覆芯隙部の形状は、曲面、平面、曲線、直線を使って様々な外観を持たせることができる。

さらには図１８のように、一対の覆芯部が合わさったときの内部空間においても、曲面体、

多面体といった内部デザインに視点を置くこともできる。また、一対の覆芯部に物を挟み

易くするための突起部１１と１２が着くことにより、デザイン性のある多機能ピンセット

にもなり得る。 

【００２５】 

本発明における火消し具の概念は、一対の覆芯部を合体させることにより形成される内

部空間と隙間を利用して、ろうそく又はアロマキャンドルなどの芯を保護しつつ、芯の周

りを酸素不足にして消火するものである。本発明における概念を遵守する火消し具であれ

ば、一対の覆芯部と火消し具柄の形状は限定されない。また、着火することを特徴とする

芯を有する物であれば、本発明における火消しの対象は限定されない。 

【産業上の利用可能性】 

  【００２６】 

 上記の発明は、ろうそく又はアロマキャンドルなどの芯部分のみを覆い、芯の保護を高

め、酸素不足により消火させる火消し具として利用可能である。 

【図面の簡単な説明】 

  【００２７】 

  【図１】本発明にかかる火消し具の上方から見た外観図である。 

  【図２】一対の覆芯部を合わせた状態にしたときに下方から見た図である。 

  【図３】一対の覆芯部を合わせた状態にしたときに正面から見た断面図である。 

【図４】火消し具の動作手順を示す図である。 

  【図５】火消し具の動作手順を示す図である。 

  【図６】火消し具の動作手順を示す図である。 



 

  【図７】ろうそく又はアロマキャンドルの芯を一対の覆芯部で覆ったとき、正面から

見た断面図である。 

  【図８】アロマポットの形状を示す図である。 

  【図９】ろうそく又はアロマキャンドルの形状を示す図である。 

  【図１０】従来の火消し具における問題を示した図である。 

  【図１１】従来の火消し具における問題を示した図である。 

  【図１２】火消し具を専用スタンドに立て掛けた図である。 

   【図１３】一対の覆芯部の可動機能、及び火消し具柄の伸縮機能を備えた火消し具を、

側面から見た図である。 

  【図１４】一対の覆芯部に設けられた突起部内壁の溝を示す図である。 

  【図１５】一対の覆芯部に設けられた突起部内壁の凹凸を示す図である。 

  【図１６】一対の覆芯部を上方から見た外観図である。 

 【図１７】一対の覆芯部を合体させたときに形成される隙間の形状を示した図である。 

 【図１８】ろうそく又はアロマキャンドルの芯を覆ったときに形成される、一対の覆

芯部の断面図と内部空間における形状を示した図である。  

 【図１９】高い位置に設置されたろうそく又はアロマキャンドルと、一対の覆芯部の

可動機能、及び火消し具柄の伸縮機能を備えた火消し具の動作手順を示す図で

ある。 

 【図２０】高い位置に設置されたろうそく又はアロマキャンドルと、一対の覆芯部の

可動機能、及び火消し具柄の伸縮機能を備えた火消し具の動作手順を示す図で

ある。 

【符号の説明】 

  【００２８】 

  １、２    一対の覆芯部 

  ３       火消し具柄 

  ４、５    覆芯隙部 

  ６       火消し具専用スタンド 

７、７ａ   覆芯可動部 

８、８ａ   柄伸縮部 

９、１０   凹部 

１１、１２  突起部  

１３     火消し具 

１４     溝 

１５     凹凸 

１６     芯 

１７     ろうそく又はアロマキャンドル                             



 

 


